
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

Ｆ（法人にあっ

ては主たる事務

の所在地）

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

表者の氏名）

事業者の主たる
業種

年度 、用、対象、

小・・・学校、幼稚園 ｌｂＵの印

Ｈ２１ 庁内ハソコン

11008 －９．８ －４．４ 挙石Ｆロﾛ

２０７ －４．２ ６９．０ のｲ+１１石ＥＩＦＨｐ

１１２１５ －９７ －３．１ 

用途区分 目標年度（計画） 増減率（計画） 増減率（実績）

オフィス
■ 

▲」■ワ▲■

職員数（1411人）
－９７ 

取組ft等（酸化炭系換算）

曇＝鴬＝
（酸化炭粂換算）

謹二謹臺（削鐘趾 ｋＵｖｈ 削減趣

ＧＪ 

ｋＵｖｈ （削減戯

目標年度（計 増減率（計画） 増減率（実績）

１１２１５０ －９．７％ -3.1％ 

注１該当する□には、レ印を記入してください。特定事業者以外の事業者の方はし印の記入は不要です。

２「基準年度」とは計画期間の前年度を、「目標年度」とは計画期間の最終年度を、「報告年度」とは計画期間のうち、今回報告の対象となる年度をいいます。

３「事業所等排出区分」とは京都府内の事業所等の事業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する温室効果ガスを、「輸送車両排出区分」とは自動車運送事業者については使用の本拠の位置を京都府内とする車両
の排出する温室効果ガスを、鉄道事業者については保有する貨物車両又は旅客車両の排出する温室効果ガスを、「その他排出区分」とは上記以外の京都府内における事業所等の事業活動に伴い発生する温室効果ガス
をいいます。

４「原単位当たりの温室効果ガス排出量等」の「用途区分」には、○○工場、事務所などの用途を記入してください。「原単位の指標」には、分子の「二酸化炭素換算」の下に分母となる指標（生産数量、延べ床面
積、走行距離等）を記入してください。

５「その他の地球温暖化対策による温室効果ガスの削減量等」のうち「森林の保全及び整備」の「目標fE二度（計画）」欄には計画期間中の目標の累計を、「報告年度（実績）」欄には実績の累計を記入してください。

６「特記事項」には、平成２年度（１９９０年度）を基準とした排出量の対比や、省エネ製品開発など繼誉｢･温室効果ガス排出削減への貢献、グリーン調達の採用、特定フロンなどの条例指定外の温室効果ガスの削減
などを記入してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる事務

所の所在地）
宇治市宇治琵琶３３

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

表者の氏名）
宇治市役所市長久保田勇

事業者の主たる
業種 行政

該当する事業者
要件 涼京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

涙
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

簾京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 ２０年４月～２３年３月

基本方針 平成２０年度より運用する「宇治市地球温暖化対策実行計画（第３期計画）」の取り組みの徹底を図ることで、温室効果ガス排出量の削減を目指す。具体
的には省エネルギーの取り組みによる電力・都市ガス便用量の削減、エコドライプ等の推進による公用車燃料便用量の削減、紙、水使用量、ごみの排出量
の削減にすぺての施設を挙げて取り組む。

推進体制 環境企画課を事務局とする。各所属では所属長を中心として取り組みを推進する。

環境マネジメントシステム名称 ISO14001：２００４ 

適用範囲 市庁舎、西館、議会棟

取得年月日 平成１４年２月

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

H2１ 

H2１ 

H2１ 

設備、対象、工程等

小・中学校、幼稚園

市道街灯

庁内パソコン

措置内容

学校版環境ISOの取り組みに基づき、環境ボーナス制度の導入を行うなどして光熱水費削減を図る゜

既設の街灯については、可能な限り省エネ型のものに変えていく。

庁内のパソコンをデスクトップからノート型へ交換していく。

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

(１９）年度
(二酸化炭素換算）

目標年度（計画）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２１）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

１２，２０９ｔ 11,008ｔ -9.8％ 11,675.4ｔ -4.4％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

２１６ｔ 207ｔ -4.2％ 365.1ｔ 69.0％ 

＊１ １２，４２５ｔ ＊２ １１，２１５ｔ -9.7％ ＊４ １２，０４０．５ｔ －３．１％ 

各種削減の為の取り組みを実行してきたが、市民からの行政サービスに対する要求の高まりに伴い、温室効果ガス排出量の増ｶﾛを招
いている。今後、ハード面での積極的な施策も視野にいれた取り組みを行っていく。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

オフィス等
二酸化炭素換算

職員数（1411人）
二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

8.769 7.915 -9.7％ 8.533 -2.7％ 

％ ％ 

％ ％ 

ISO14001を取得後、一定期間が経過していることにより、職員一人一人のエコオフイス活動は十分に取り組まれているが、
大幅な温室効果ガスの削減には至っていない。

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）

取組量等 (二酸化炭素換算）

(整備面積） hａ (吸収量） ｔ 

(利用量） ｎｌ９ (削減量） ｔ 

(亮電量） kwｈ (削減量） ｔ 

(熱供給量） GＪ (削減量） ｔ 

(購入量） kwｈ (削減量） ｔ 

(購入量） ｔ (削減量） ｔ 

￣ ＊３ ｔ 

報告年度（実績）

取組量等 (二酸化炭素換算）

(整備面嶽 hａ (吸収量） ｔ 

(利用量） Iｎ８ (削減量） ｔ 

(売電量） kwｈ (削減量） ｔ 

(熱供給量） GＪ (削減量） ｔ 

(購入量） kwｈ (削減量） ｔ 

(購入量） ｔ (削減量） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合計一削減等合計）

基準年度（実績）

＊１ 12,425.0ｔ 

目標年度（計画）

(唖)-(･3）１１，２１５．０ｔ

増減率（計画）

-9.7％ 

報告年度（実績）

(判)-(輻）１２，０４０．５ｔ

増減率（実績）

-3.1％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

エコファミリー事業、緑のカーテン事業、地域での講演会、小学生対象の環境講演会、宇治市地球温暖化対策推進パートナーシップ会議による活動

特記事項 ＊宇治市では実行計画との整合性を図るため、平成１２年度の排出係数を使用しております。そのため、宇治市発表の温室効果ガス排出量と多少の差が生
じております。

白


